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校友システム（MAIS）開発の頃
教育研究システム課長　菅野　直行
　昭和59年7月，人事異動で希望した校友課にいくことになった。異動初日，ロッカL－一・tで仕切った
小部屋での昼飯会の挨拶で，電算化の知識などろくすっぽないのに「校友データを電算化したい」と大
見得をきってしまった。
　46年に就職し，最初の配属先が会計課であった。学費値上げは41年以来、学生の反対運動が激化
し、「バリスト」に象徴されるように膨大なエネルギーを必要としていた。そのなかで、学費に対する
依存度の低い大学経営ができないものか，と考えるようになった。その1つとして，校友の大学への
支援に行き着く。卒業生数は30万人を超えており，「機械化」を前提にしないかぎり、校友とのコミ
ュニケーションは不可能であったからだ。
　その後，62年に「試論校友行政への展望」（職員会誌第16号）を発表したのを契機に，当時の飯島
総務部長からシステム開発を進めるよう下命があった。開発には電算化推進室の中田・高村両氏が加
わり，業者には大日本印刷が選定された。
　校友システムに関わる経過は以上だが、ここではシステム周りには触れない。私はデ・一・一タ屋なので，
それに纏わることを簡単に紹介したい。
　『慶磨義塾年鑑』の卒業生の項を見ると，慶磨が設置した学校群の開設年・廃止年と卒業生総数が
記載されている。例えば，産婆養成所をとると「大正11年開設，昭和19年看護婦養成所と合併，卒
業生総数741名」、本学にはこうした歴史的資料が皆無である。卒業生データとしての学校群をコー
ド化するために，どのようなものがあったのか調査する必要があった。しかし，調査結果と一致しな
い，というか検証できないのである（時間もなかった）。
　昭和10年に発行された『明治大學校友曾員名簿』がある。これは卒業年別に作成されたもので，
卒業生氏名だけが記された索引のような珍しい名簿だ。これによると，①明治法律学校創立から明治
39年までの卒業生が卒業年別に一括して掲載されている。学部名等は一切ない。②明治40年から大
正11年の卒業生は法科・政治科・商科・文科の順に表記されている（旧専門学校令による卒業生）。③
大正12年以降は法学部・商学部・政治経済学部（専門部を含む）順での卒業生が載せられている（大
学令・新専門学校令による卒業生）。
　先に調査結果と一致しないといったが，①に関するものは明治21年に法律学部と政治学部が設置
され，行政学部が廃止されている。しかし、政治学部（26年廃止）や行政学部の卒業生が皆無なので
ある。データが散逸したのか，入学者がいなかったのか、理由はわからない。②については「旧制大
学部」が各科の中に混在し，分離されないままになっている。大正12年以降に「旧制大学部」の卒
業生が散見されるが，本来ならこの区分に加えられるべきものであろう。慶鷹義塾大学では旧専門学
校令下の大学部維持に経済的辛酸をなめたと天野郁夫が『旧専門学校』で書いているが，本学でも同
じでなかったか。③配列は卒業年別に法学部・旧制法科大学部・法科専門部という順で掲載され、商・
政が同様にそれに続いているのが特徴だ。大学令以降の学部等には異同がない。例外は、昭和19年
に商科専門部が経営科専門部に名称変更したとされているが，校友課の卒業生カードには経営科専門
部卒業生は存在しない。商科のままになっている。
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　卒業生カードは昭和10年の名簿と同じ分類で作成されている。大福帳からカード化されたのは大
正12年からと考えている。データ項目は，氏名，生年A日，卒年，学部，本籍現住所，勤務先及
び校友会費の納入欄である。時代によって多少異なるが原形がほぼ保たれている。①の時代の卒業生
カードには卒年と氏名だけが記入されたものも多い。この他に地域別カードが作成された形跡がある
が，一時的なものであった。
　電算化の際に追加したデータは，芸名，ゼミ，サークル，会派（茗水会〔明大出身財界人の集まり〕
のようなOBの任意団体）及び「拒否」（OBであるが大学との関係を嫌う人に付与）といったものである。
機能としては，募金事務を処理できるようにしたっもりでいた。実際には使いものにならなかった
ようだ。
創立100周年及び120周年記念事業募金の比較
100周年記念事業募金 120周年記念事業募金
金　額 比率 金　　　額 比率
法　　　人
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ｳ職　員一般篤志家
　671，150，000
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@219，077，832
@　4，475，416
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T9．9％
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3 ．9％
Q5．2％
R1．9％
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合　計 3，344，457，773100．0％ 7，384，474，823100．0％
※創立120周年記念事業募金の金額は「入金額」で2002年3月16日現在（個
　人対象募金の終了）のものである。各パート個人・団体は合算。なお、申込金
　額の総計は9，476，298，323円である。
　さて，紙数が尽きようとしている。最後に校友システムの効用はあったのか，という疑問に答えな
ければならない。個人としては，碑益すること充分であったと思っている。疏論を募金関係の表もっ
てかえたい。
